
橋
本
代
議
士
に
電
話
し
て
、
「
試
系
一
に
日
本
医
師
連
盟
は
宵
崎
秀
樹
候
補
一
「
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
」
か
ら
そ
の
後
の
一
大
浜
参
議
院
議
員
も
応
援
し
、
支
援

一
は
棚
上
げ
」
と
連
絡
し
て
理
事
会
を
一
を
推
薦
し
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
模
一
活
動
内
容
や
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
一
活
動
を
展
開
し
て
い
た
事
が
記
さ
れ

…
無
侃
し
た
行
動
を
と
っ
た
。
こ
の
事
…
様
は
「
述
間
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一
号
に
一
た
事
項
等
を
拾
い
出
し
て
解
説
す
る
二
て
い
る
。

一
は
日
本
眼
科
医
会
に
と
っ
て
大
変
不
…
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
一
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
日
本
眼
科
…
平
成
一
応
年
六
月
「
迷
盟
ニ
ュ
ー
ス
」

一
利
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
和
六
十
一
年
十
一
月
十
一
二
日
に
眼
鏡
一
医
会
の
執
行
部
が
代
わ
り
、
長
屋
会
…
第
四
号
が
発
行
さ
れ
、
長
屋
委
員
長

一
け
本
眼
科
医
連
昭
は
事
態
の
打
開
一
商
側
は
、
突
如
「
現
行
業
務
の
法
制
一
長
が
限
科
医
連
盟
の
委
員
長
に
就
任
…
は
政
治
情
勢
の
厳
し
さ
を
乗
り
越
え

一
を
目
指
し
て
、
昭
和
六
十
年
七
月
一
一
化
』
を
目
指
し
て
運
動
を
展
開
す
る
一
し
た
。
一
て
医
療
を
守
ろ
う
と
、
搬
を
飛
ば
し

一
日
に
総
決
起
大
会
を
開
催
し
た
。
一
事
を
決
議
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
一
宮
崎
参
議
院
議
員
は
当
時
、
医
師
一
て
い
る
。
同
円
す
に
は
大
浜
参
議
院
議

と
の
指
摘
ま
で
さ
れ
た
。
一
会
で
決
定
し
、
代
議
員
会
で
承
認
を
一
同
年
十
三
月
-
三
十
日
、
橋
本
・
丹
一
限
科
医
会
と
の
紳
士
協
定
を
彼
っ
て
一
税
制
の
改
革
に
努
力
さ
れ
た
が
、
報
一
員
と
白
見
衆
議
院
議
員
が
挨
拶
文
を

そ
れ
を
受
け
て
臼
本
眼
科
院
会
は
一
得
た
。
一
羽
両
代
議
士
は
日
本
眼
科
医
会
と
、
一
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
凶
会
一
わ
れ
な
か
っ
た
と
、
昭
和
L

ハ
ト
ム
一
一
年
一
寄
せ
、
そ
の
中
で
保
険
医
療
の
改
善

同
年
三
月
三
十
一
日
臨
時
理
事
会
を
一
一
眼
鏡
商
の
代
表
を
招
い
て
三
者
会
談
一
議
員
に
対
し
て
、
二
検
眼
は
七
割
一
十
一
月
発
行
の
「
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
」
一
を
求
め
る
と
と
も
に
、
政
治
と
眼
科

開
催
し
、
眼
鏡
商
が
屈
折
検
査
を
し
一

2
一
眼
鏡
調
製
土
法
(
試
案
)
へ
の
一
を
聞
き
、
そ
の
席
上
で
丹
判
代
議
士
一
が
眼
鏡
商
が
行
っ
て
い
る
。
一
一
、
こ
一
第
三
号
の
後
拶
文
で
述
べ
て
い
る
。
…
医
連
盟
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
努
め
た

て
眼
鏡
処
方
を
す
る
の
は
医
師
法
違
一
対
応
一
よ
り
「
新
し
い
試
案
」
が
示
さ
れ
、
一
の
こ
と
で
直
銭
最
大
な
障
害
が
出
た
一
ま
た
、
同
号
に
は
当
時
の
連
躍
は
、
一
い
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

白
本
眼
科
医
連
盟
が
昭
和
六
十
年
一
本
眼
科
医
会
と
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
一
反
で
あ
り
、
国
民
の
限
の
健
康
に
と
っ
一
同
年
八
月
四
日
前
後
の
橋
本
代
議
一
了
解
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
第
…
話
は
聞
か
な
い
。
一
一
一
、
国
民
は
検
娘

に
結
成
さ
れ
て
か
ら
、
十
四
年
の
長
…
と
し
て
、
日
本
一
医
師
会
が
日
本
眼
科
一
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
、
一
土
と
地
…
‘
ん
の
話
し
合
い
で
、
橋
本
代
二

A

次
試
案
」
で
あ
る
。
そ
の
内
零
は
…
は
眼
鏡
商
が
す
る
も
の
と
思
っ
て
い

き
に
亘
る
歳
月
が
流
れ
た
。
若
い
世
医
会
に
持
ち
込
ん
だ
の
が
眼
鏡
調
製
一
日
本
眼
科
医
会
執
行
部
と
し
て
、
国
一
議
士
よ
り
「
そ
の
認
は
済
ん
で
い
る
」
一
日
本
阪
科
医
会
が
考
え
、
理
事
会
で
一
る
。
問
、
国
民
が
望
ん
で
い
る
休
日
・

代
の
眼
科
医
が
著
し
く
増
加
し
、
そ
一
土
問
題
の
発
端
で
あ
る
。
そ
の
時
の
一
民
の
眼
の
健
康
と
安
全
を
守
る
立
場
一
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
何
故
そ
の
よ
一
承
認
さ
れ
た
通
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
…
夜
間
の
検
眼
は
眼
鏡
商
が
受
け
持
つ

し
て
法
制
化
問
題
で
新
た
な
動
き
が
一
担
当
は
今
の
厚
生
大
一
位
で
あ
る
丹
羽
一
か
ら
決
し
て
容
認
で
き
な
い
と
、
直
一
う
な
状
況
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
一
日
本
眼
科
医
会
は
こ
の
程
度
の
妥
協
一
て
長
年
や
っ
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

見
ら
れ
る
今
、
そ
れ
ま
で
の
状
況
を
一
雄
哉
代
議
土
で
あ
っ
た
。
一
ち
に
「
試
案
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
時
の
会
長
故
羽
生
出
氏
が
私
見
を
代
一
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
、
眼
鏡
商
一
五
、
ォ
l
ト
レ
フ
の
発
達
で
、
検
眼

こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
る
の
も
、
憲
一
昭
和
六
ト
年
三
月
二
十
七
日
突
如
、
一
そ
の
出
所
を
含
む
全
貌
の
解
明
に
努
一
議
士
に
伝
え
た
の
が
、
「
日
本
眼
科
一
側
も
了
承
し
た
。
そ
の
後
の
眼
鏡
商
一
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
、
眼
科

義
の
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
橋
本
・
汁
羽
両
代
議
士
に
日
本
眼
科
一
め
、
国
会
そ
の
他
各
方
面
に
陳
情
等
一
医
会
は
条
件
つ
き
で
、
眼
鏡
商
の
一
屈
一
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
一
医
に
よ
ら
ず
と
も
眼
鏡
底
で
十
分
で

そ
こ
で
、
向
井
副
委
員
長
に
日
本
…
医
会
と
眼
鏡
連
販
の
代
表
が
呼
び
出
一
の
行
動
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
一
折
検
査
を
認
め
た
」
と
の
誤
解
を
生
一
一
体
化
せ
ず
「
未
成
年
」
の
取
扱
い
一
あ
る
。
等
と
訴
え
た
。

眼
科
医
連
盟
の
結
成
か
ら
現
在
に
至
一
さ
れ
眼
鏡
調
製
士
法
の
「
試
案
」
を
一
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
文
書
で
公
表
一
ん
だ
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
陳
情
一
と
、
「
眼
鏡
土
」
の
名
称
に
つ
い
て
一
国
会
議
員
は
衆
議
院
の
調
査
機
関

る
ま
で
の
主
な
活
動
状
況
に
つ
い
て
一
提
示
さ
れ
た
。
内
容
は
、
医
師
以
外
一
で
き
な
い
た
め
、
非
常
に
官
慮
し
た
一
し
た
国
会
議
員
の
中
に
も
、
こ
の
事
一
内
部
の
不
一
致
が
見
ら
れ
て
い
た
。
一
に
命
じ
て
眼
鏡
商
の
主
張
の
信
滋
性

述
べ
て
も
ら
っ
た
。
一
の
者
に
屈
折
検
奈
を
認
め
る
も
の
で
、
…
こ
と
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
発
行
…
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
日
本
眼
科
医
…
昭
和
六
十
一
年
に
な
る
と
、
健
康
一
を
調
査
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
眼
科

一
こ
の
試
案
は
公
表
し
て
は
な
ら
よ
、
一
の
「
眼
科
医
連

d
ニ
ュ
ス
」
(
以
一
会
ま
こ
の
一
眼
鏡
調
製
士
法
(
試
案
)
一
保
険
の
医
療
費
の
増
加
に
対
応
し
て
、
一
医
会
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
我
々

一

T

L

一

!

一

i

l

一

-
一
日
本
眼
科
医
連
盟
の
結
成
に
至
一
と
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
の
席
上
で
、
一
下
「
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
」
)
第
一
号
に
…
に
つ
い
て
は
了
承
済
み
と
聞
い
て
い
一
健
保
本
人
の
一
割
負
担
が
導
入
さ
れ
一
は
猛
烈
な
反
対
を
し
て
第
二
次
試
案

昨

γ一
一
月
に
橋
本
龍
太
郎
一
目
立

ut--瓦
自
己
γ
日

本

限

科

医

会

一

託

μ日
三

百

日

一

日

料

品

九

日

間

半

引

い

一

日

許

可

い

つ

の

が

当

代
議
士
か
ら
日
本
医
師
会
に
、
眼
鏡
一
で
あ
り
、
さ
ら
に
極
め
て
一
部
で
は
一
は
政
治
活
動
が
で
き
な
い
た
め
、
ま
一
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
我
々
と
し
て
は
医
療
に
理
解
を
持
つ
一
ア
メ
リ
カ
で
オ
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト

調
製
士
法
(
試
案
)
に
つ
い
て
聞
い
一
あ
る
が
眼
科
医
の
中
に
は
、
リ
ベ
!
一
た
資
金
も
全
く
不
足
し
て
い
る
た
め
、
一
故
羽
生
出
氏
は
六
月
の
代
議
員
会
一
国
会
議
員
に
依
頼
し
、
育
成
し
て
い
一
が
眼
科
医
よ
り
力
が
あ
る
の
は
、
検

合
わ
せ
が
あ
り
、
眼
科
の
こ
と
は
日
一
ト
や
名
義
貸
し
な
ど
を
行
い
、
無
資
一
政
治
活
動
が
で
き
る
日
本
眼
科
医
述
一
で
「
闘
い
は
無
浬
だ
」
と
発
言
し
、
一
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
確
信
し
た
。
時
一
眼
権
を
持
っ
た
オ
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
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一
に
は
眼
科
院
よ
り
容
易
に
な
れ
る
事
、

制
度
と
は
異
な
る
眼
鏡
関
係
等
の
民
一
医
師
の
処
方
婆
に
基
づ
い
て
、
適
正
一
に
屈
折
検
査
あ
る
い
は
矯
正
視
力
検
↑
数
が
眼
科
医
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
事

委

員

長

挨

拶

イ

F
J
L
九

日

付

ヰ

リ

日

空

間

市

オ

沌

門

九

日

品

川

町

一

日

品

許

可

計

れ

れ

ば

れ

一

日

れ

が

は

町

口

組

問

一人一一一一一一日記
T
W
J
V
L
ー
ム
管
一
た
し
ま
し
で
も
、
眼
科
医
側
と
眼
鏡
一
ま
だ
し
も
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
プ
ト
メ
一
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
、
こ
れ
一
部
の
手
術
、
レ
ー
ザ
ー
手
術
ま
で
も

佐
野
七
郎
鐸
点
主
三
冊
、
一
商
側
が
昭
和
ム
ハ
卜
年
に
第
二
次
眼
鏡
一
ト
リ
ス
ト
を
日
本
で
も
作
ろ
う
と
い
で
り
の
検
査
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、
一
認
め
る
よ
う
運
動
し
て
、
一
部
の
州

:

J

4

一
士
法
試
案
で
合
意
し
ま
し
て
か
ら
、
一
う
こ
と
で
あ
れ
ば
問
題
で
す
。
こ
れ
一
研
究
に
日
常
診
療
に
取
り
組
ま
れ
る
一
で
は
認
め
ら
れ
る
所
ま
で
出
て
き
た
。

一
十
五
年
に
な
ん
な
ん
と
し
て
お
り
ま
一
と
は
別
に
、
眼
鏡
商
の
一
部
に
ア
メ
一
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
同
じ
よ
う
に
検
限
権
を
眼
鏡
商
に
渡

日
本
眼
科
医
会
の
会
員
の
皆
様
に
一
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
会
員
一
し
て
、
こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
と
変
化
一
リ
カ
に
お
け
る
オ
ブ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
一
な
お
今
年
度
は
、
日
本
眼
科
医
連
一
し
て
し
ま
う
と
、
眼
科
医
療
に
侵
入

は、

H
ご
ろ
日
本
眼
科
医
連
盟
に
ご
…
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
た
か
と
一
し
て
き
で
お
り
ま
す
が
、
眼
鏡
商
側
一
の
よ
う
な
資
格
を
日
本
に
も
取
り
入
一
盟
に
屈
折
異
常
の
権
威
の
方
と
数
名
一
を
許
す
こ
と
に
な
り
、
国
民
の
限
の

協
力
を
賜
り
、
浮
く
御
礼
申
し
上
げ
一
心
配
し
ま
す
が
、
執
行
部
と
い
た
し
一
は
、
試
案
の
山
中
の
業
務
の
と
こ
ろ
で
、
一
れ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で
一
の
役
員
で
構
成
す
る
医
政
屈
折
問
題
一
健
康
と
安
全
の
維
持
に
重
大
な
脅
威

ま
す
。
一
ま
し
て
は
、
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
一
消
え
た
は
ず
の
崩
折
検
査
や
矯
正
視
一
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
薬
剤
の
使
一
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
一
と
な
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
眼
科
医

日
本
限
科
医
連
盟
は
、
昭
和
六
十
一
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
活
動
状
況
…
力
検
査
や
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
な
一
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
眼
科
の
手
術
一
し
て
、
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
一
連
盟
が
作
ら
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で

年
に
眼
鏡
商
側
か
ら
申
し
入
れ
て
き
一
あ
る
い
は
活
動
資
に
つ
い
て
は
、
述
…
と
の
医
行
為
を
行
え
る
よ
引
っ
繰
り
返
一
ま
で
も
行
う
な
ど
眼
科
領
域
に
か
な
一
同
委
員
会
の
研
究
分
野
を
検
討
し
て
…
あ
っ
た
。
我
々
が
唱
え
て
い
る
主
張

た
眼
鏡
調
製
士
法
案
が
き
っ
か
け
に
一
盟
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
し
て
き
ま
し
た
二
し
主
張
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
わ
れ
一
り
食
い
込
ん
で
き
て
い
る
現
状
を
見
一
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
を
通
す
に
は
、
眼
科
医
が
検
阪
に
も
つ

な
り
ま
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
ご
一
最
近
、
眼
鏡
関
係
の
新
聞
や
雑
誌
一
わ
れ
は
、
医
療
機
関
の
外
で
の
医
行
一
ま
す
と
、
日
本
に
払
げ
る
オ
プ
ト
メ
一
最
後
に
、
日
本
眼
科
医
会
は
、
社
一
と

h
を
詫
ぎ
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に

存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
以
来
、
一
に
よ
り
ま
す
と
、
今
ま
で
と
は
多
少
一
為
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
一
ト
リ
ス
ト
あ
る
い
は
そ
れ
に
似
通
っ
一
団
法
人
の
た
め
政
治
活
動
が
出
来
ま
一
な
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
に
会
員
全

国
会
議
員
の
諸
先
生
、
関
係
省
庁
、
一
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
動
き
が
出
て
一
と
に
は
、
容
認
し
難
い
も
の
が
あ
り
一
た
医
行
為
の
出
来
る
資
格
の
出
現
は
、
一
せ
ん
の
で
、
日
本
眼
科
医
連
盟
で
政
一
員
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

関
係
団
体
あ
る
い
は
眼
鏡
商
の
方
々
一
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
眼
鏡
商
の
五
一
ま
す
。
一
眼
科
医
療
の
混
乱
を
招
き
、
日
本
の
一
治
活
動
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

と
の
折
衝
は
と
、
さ
ら
に
コ
ン
タ
ク
一
つ
の
大
き
な
団
体
か
ら
な
る
組
織
が
、
一
ま
た
、
「
眼
鏡
新
聞
」
な
ど
に
よ
一
現
状
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
思
い
一
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
理
解
一

3
一
そ
の
後
の
活
動

ト
レ
ン
ズ
の
問
題
や
非
医
師
の
医
行
一
こ
れ
か
ら
の
眼
鏡
土
法
案
の
行
々
を
一
り
ま
す
と
、
眼
鏡
学
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ

i
一

ま

す

。

一

い

た

だ

き

、

日

本

眼

科

医

連

盟

に

ぜ

一

日

本

眼

科

医

迷

盟

の

活

動

に

つ

い

為
へ
の
対
応
な
ど
多
方
面
に
一
良
っ
て
一
模
索
し
て
十
分
検
討
し
て
い
く
と
い
一
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
一
日
本
眼
科
医
連
斑
で
は
、
い
ろ
い
一
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
一
て
は
、
「
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
」
で
可
能

幅
広
い
政
治
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
一
う
よ
う
な
動
き
で
あ
り
、
悶
の
資
格
一
は
っ
き
り
掴
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
一
ろ
な
機
会
を
捉
え
て
、
会
員
の
皆
様
一
ま
す
。
一
な
限
り
報
告
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は

平成11年(l999lf)12月21日
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第 14号(1) 

眼
鏡
士
法
案
(
仮
称
)

(
第
ニ
次
試
案
)

眼
鏡
調
製
士
法
案

(
第
一
次
試
案
)

(
仮
称
)

要
己
周

要
旨

一

、

定

義

二

、

定

義

眼
鏡
調
製
士
と
は
、
視
力
補
正
用
一
眼
鏡
土
と
は
、
視
力
補
正
用
レ
ン

レ
ン
ズ
及
び
保
持
用
具
を
加
工
整
備
一
ズ
及
び
保
持
用
具
を
加
工
整
備
す
る

す

る

者

を

い

う

。

一

者

を

い

う

。

一

一

、

免

許

一

二

、

免

許

免
許
及
び
議
録
は
、
厚
生
大
臣
が
一
免
許
及
び
議
録
は
、
厚
生
大
臣
が

行
う
。
仰
い
し
、
厚
生
大
位
は
、
そ
の
一
行
う
。
但
し
、
厚
生
大
臣
は
、
そ
の

事
務
を
公
益
法
人
に
委
託
で
き
る
。
一
事
務
を
公
益
法
人
に
委
託
で
き
る
。

三

、

試

験

二

一

一

、

試

験

(
一
)
そ
の
試
験
は
、
厚
生
大
臣
が
一
(
ゐ
)
そ
の
試
験
は
、
厚
生
大
臣
が

行
う
。
但
し
、
厚
生
大
臣
は
、
そ
一
行
う
。
但
し
、
厚
生
大
臣
は
、
そ
の

の
事
務
を
公
益
法
人
に
委
託
で
き
一
事
務
を
公
益
法
人
に
委
託
で
き
る
。

る

。

一

(
J
3
受
験
資
格
は
、
厚
生
大
臣
の

勺
二
受
験
資
格
は
、
厚
生
大
山
の
一
指
定
す
る
養
成
施
設
を
卒
業
し
た

指
定
す
る
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
一
者
に
与
え
る
。

者

に

与

え

る

。

一

(

一

ム

ヨ

(

附

則

)

既

に

眼

鏡

調

製

の

(
一
ム
一
)
(
附
則
)
既
に
限
鏡
調
製
の
一
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
は

業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
は
一
認
定
講
習
会
で
所
定
の
講
習
単
位

認
定
講
淘
会
で
試
験
を
受
け
た
う
一
(
試
験
を
含
む
)
を
取
得
し
た
後
、

え
免
許
を
取
得
す
る
。
一
免
許
を
取
得
す
る
。

四

、

業

務

一

回

、

業

務

(
二
眼
鏡
調
製
土
で
な
い
者
は
、
一
(
一
)
眼
鏡
士
で
な
い
者
は
、
眼
鏡

眼
鏡
調
製
士
の
名
称
を
使
用
し
て
一
士
の
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な

は

な

ら

な

い

。

一

い

。

(
二
)
眼
鏡
調
製
土
は
、
眼
鏡
を
調
一
(
与
一
)
眼
鏡
士
は
医
師
の
処
方
筆
に

製
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
場
合
一
基
づ
き
眼
鏡
を
調
製
で
き
る
。

に
は
、
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
、
一
(
一
会
二
眼
鏡
士
は
、
眼
鏡
を
調
製
す

厚
生
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
一
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

り
、
瞳
孔
間
距
離
測
定
、
屈
折
力
一
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
、
厚
生
省

測
定
、
矯
正
視
力
測
定
を
行
う
こ
一
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
視

と

が

で

き

る

。

…

力

測

定

の

補

助

を

行

う

こ

と

が

で

(
一
二
)
眼
鏡
調
製
土
は
、
視
力
補
正
一
き
る
。

用
レ
ン
ズ
を
直
接
眼
球
に
装
着
す
一
(
囲
)
眼
鏡
土
は
、
視
力
補
正
用
レ

る
行
為
、
散
睦
薬
の
使
用
、
娘
疾
一
ン
ズ
を
直
接
眼
球
に
装
着
す
る
行

の
あ
る
者
、
未
成
年
者
等
に
つ
い
一
為
、
薬
剤
の
使
用
、
眼
疾
の
あ
る

て
の
板
鏡
の
調
裂
、
そ
の
他
医
師
一
者
、
未
成
年
者
等
に
つ
い
て
の
眼

が
行
う
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
上
危
一
鏡
の
調
製
、
そ
の
他
医
師
が
行
う

害
を
生
ず
る
虞
の
あ
る
行
為
を
し
一
の
で
な
け
れ
ば
衛
生
し
し
危
害
を
生

て

は

な

ら

な

い

。

一

ず

る

虞

の

あ

る

行

為

を

し

て

は

な

(
凹
)
眼
鏡
調
製
土
は
、
調
製
録
手
こ
ら
な
い
。

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
(
五
)
眼
鏡
士
は
、
調
製
録
を
作
成

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



平

成

元

年

四

月

に

長

屋

委

員

長

は

医

一

一

支

持

を

訴

え

、

さ

ら

に

眼

鏡

士

法

案

一

一

3
一
日
本
限
科
医
会
の
調
査
か
ら
一
六
日
間
に
、
主
訴
が
眼
鏡
以
外
で
来
一
一
日
五
・
九
枚
、
ほ
ぼ
六
枚
で
あ
っ

療

政

策

研

究

会

に

講

師

と

し

て

招

か

一

一

は

橋

本

氏

よ

り

丹

羽

氏

に

引

き

継

が

一

一

眼

鏡

処

方

に

つ

い

て

眼

科

施

設

と

一

院

し

た

患

者

に

ア

ン

ケ

ー

ト

謝

食

一

た

。

処

方

筆

の

発

行

数

の

増

加

の

理

れ

、

眼

科

が

抱

え

る

諸

問

題

に

つ

い

一

と

…

れ

、

第

会

一

次

試

案

と

な

っ

て

十

年

の

一

一

…

眼

鏡

庖

の

割

合

は

、

昭

和

六

十

」

A

年
一
(
二
十
施
設
)
を
行
っ
た
。
性
別
は
、
↑
巾
は
、
眼
科
医
が
年
間
約
三
五
O
名

て
講
演
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
研
一

0

一

歳

月

が

流

れ

た

こ

と

、

そ

し

て

尚

予

一

一

の

日

本

眼

科

医

会

の

調

査

と

平

成

九

一

男

性

一

七

O

人

(

四

十

一

・

八

%

三

一

増

加

し

て

、

平

成

十

年

十

二

月

現

在

一

一

一

究

会

と

は

、

医

療

問

題

に

真

撃

に

取

一

刻

一

一

断

は

許

さ

れ

な

い

こ

と

、

述

盟

の

活

…

一

年

版

の

「

眼

鏡

白

書

」

に

よ

る

と

、

一

女

性

二

七

三

人

(

五

十

八

・

二

%

)

一

一

二

八

行

二

名

と

な

っ

た

こ

と

、

り

組

ん

で

い

る

若

手

議

員

の

集

団

で

一

位

、

円

動

は

益

々

重

要

で

あ

る

こ

と

を

力

説

…

一

い

ず

れ

も

二

対

八

で

あ

っ

た

。

そ

れ

一

の

計

問

。

七

人

で

あ

る

。

一

一

眼

科

医

の

眼

鏡

に

対

す

る

意

識

改

革

あ

る

。

こ

の

年

の

一

二

月

に

、

山

口

県

一

明

同

一

し

た

。

同

号

で

宮

崎

議

員

は

大

蔵

省

一

一

で

は

、

眼

鏡

屈

で

処

方

さ

れ

、

作

ら

一

調

査

の

結

果

、

眼

科

施

設

で

の

眼

一

が

進

ん

で

い

る

こ

と

、

視

能

訓

練

土

一

同

月

一

一

一

一

一

衛

生

部

は

検

銀

車

を

用

い

て

眼

鏡

版

一

員

5

一

の

医

療

費

削

減

策

に

対

抗

し

て

、

医

一

一

れ

た

眼

鏡

は

ど

ん

な

問

題

を

抱

え

て

一

鏡

処

五

は

、

一

八

九

人

(

間

十

六

・

一

が

本

年

の

合

格

者

を

加

え

て

一

二

、

九

一

議

年

一

1

2

一

一

一

一

売

を

し

て

い

た

業

者

を

調

査

し

、

中

一

院

竹

一

茅

議

負

の

集

ま

り

で

あ

る

カ

ト

レ

ア

一

一

い

る

カ

一

四

%

コ

眼

鏡

府

で

は

一

一

一

八

人

一

一

一

一

丘

名

と

な

り

、

各

眼

科

施

設

に

お

止

ケ

}

指

導

し

た

。

一

締

刊

一

会

を

開

い

て

大

蔵

省

へ

の

対

抗

策

を

一

1
一
検
娘
問
題
の
歴
史
的
推
移

H
本
眼
科
医
連
盟
を
結
成
し
対
処
し
一
平
成
九
年
の
口
本
眼
科
一
民
会
の
誠
一
(
五
ト
一
二
人
%
)
と
ほ
ぼ
均
衡
し
一
い
て
以
前
よ
り
充
足
し
て
き
た
こ
と
、

平
成
二
年
十
二
月
発
行
の
「
連
関
一
哉
(
一
講
じ
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
武
見
氏
一
日
本
恨
科
医
会
は
、
そ
の
前
身
で
た
結
果
、
そ
の
奈
は
陽
の
円
を
み
な
一
査
に
よ
れ
ば
、
眼
科
医
の
処
方
な
し
一
て
い
た
。
眼
科
施
設
で
処
々
の
一
四
尚
一
が
挙
げ
ら
れ
る
。
視
能
訓
練
士
は
、

一

雄

員

一

一

一

一

一

ニ
ュ
i
ス
」
第
五
号
に
よ
る
と
、
視
一
羽
役
一
は
医
療
政
策
の
大
転
換
期
を
迎
え
て
↑
あ
る
束
京
都
板
科
医
会
か
ら
も
含
め
か
っ
た
。
そ
の
後
、
第
二
次
試
案
が
一
で
作
ら
れ
た
眼
鏡
間
二
一
四
件
の
う
ち
二
は
、
「
安
心
」
が
一
六
三
人
、
「
視
必
一
今
後
は
年
間
約
四
O
O
名
ず
つ
の
一
増

能
訓
練
士
法
の
改
正
が
必
要
と
さ
れ
、
…
丹
市
官
一
の
心
構
え
と
、
限
科
医
連
盟
か
ら
の
一
て
過
去
八
十
年
以
上
に
も
わ
た
り
検
ん
提
示
さ
れ
、
眼
科
医
側
と
眼
鏡
尚
側
…
不
治
切
な
度
数
三
七
四
件
(
八
上
ハ
・
…
低
下
の
原
閃
が
目
の
病
気
に
よ
る
も
一
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
允

時
の
海
部
総
忠
大
臣
や
一
戸
井
回
厚
生
~
一
引
き
続
き
の
支
援
を
を
訴
え
て
い
る
二
限
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
東
京
一
で
合
意
を
見
た
は
ず
で
あ
る
が
、
一
一
二
%
ー
そ
の
う
ち
過
矯
正
一
九
七
一
の
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
」
が
一
O
一
口
比
率
が
上
が
る
は
ず
で
あ
る
。

大
田
と
長
原
委
員
長
が
両
談
し
た
事
…
一
阿
部
氏
も
医
療
と
財
政
の
論
埋
が
逆
一
都
眼
科
医
会
が
創
立
(
大
正
一
バ
年
)
…
部
の
眼
鏡
商
に
根
強
い
不
満
が
あ
る
一
件
(
五
十
二
・
七
%
)
、
低
矯
正
一
…
九
人
、
「
以
前
処
々
し
て
も
ら
っ
た
一

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
大
浜
参
一
転
し
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
同
号
に
一
さ
れ
た
当
時
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
二
た
め
か
、
今
日
ま
で
そ
の
ま
ま
に
一
四
一
件
(
一
一
一
十
七
・
七
%
)
で
あ
っ
…
眼
鏡
が
良
か
っ
た
」
が
四
十
五
人
、
一

4
…

ま

と

め

同
年
十
与
一
月
発
行
の
「
連
盟
一
一
ユ
T

…
議
院
議
員
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
一
は
一
川
委
員
長
の
佐
野
充
氏
が
、
「
眼
一
主
に
眼
鏡
応
の
検
限
と
ト
ラ
コ
ー
マ
一
な
っ
て
い
る
。
眼
鏡
士
法
案
を
今
日
む
一
た
。
不
適
切
な
撞
孔
距
離
は
、
広
過
一
「
眼
科
施
設
が
近
所
」
が
四
十
一
人
、
一
今
後
、
我
々
が
力
を
注
ぐ
べ
き
こ

ス
」
第
六
号
に
よ
る
と
、
連
間
協
議
一
社
労
族
(
今
の
厚
生
族
)
議
員
の
当
…
鏡
土
問
題
に
寄
せ
て
」
と
題
し
て
、
一
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
に
一
検
眼
問
題
は
現
在
も
日
本
眼
科
夜
会
一
ぎ
三
卜
八
件
(
六
十
七
@
九
%
)
、
一
「
眼
鏡
同
か
ら
紹
介
さ
れ
た
」
が
九
一
と
を
列
記
す
る
と
、
一
、
眼
科
医
白

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
月
の
総
選
一
選
が
多
く
の
候
補
者
で
果
た
せ
な
か
っ
一
屈
折
検
査
の
重
要
性
を
事
細
か
に
論
一
は
、
警
視
庁
に
よ
る
不
正
眼
鏡
商
取
一
の
大
き
な
テ
l
マ
で
、
日
本
眼
科
医
一
狭
過
ぎ
十
二
件
(
二
ト
一
・
凶
%
)
一
人
で
あ
っ
た
。
一
身
が
屈
折
検
査
、
眼
鏡
へ
の
関
心
を

挙
の
総
括
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
一
た
事
は
、
利
権
に
旨
み
の
な
い
社
労
一
じ
て
い
る
。
一
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
一
連
昭
を
以
て
精
力
的
に
対
処
し
て
い
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
不
適
切
な
眼
鏡
一
眼
鏡
出
で
検
眠
、
作
成
し
た
埋
白
持
つ
、
二
、
診
療
時
間
の
延
長
並
ぴ

ら
に
、
日
本
阪
科
民
会
創
立
六
十
周
一
族
の
所
為
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
一
平
成
八
年
十
与
一
月
免
行
の
「
述
盟
一
の
当
時
、
こ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
に
一
る
。
一
の
た
め
に
訴
え
て
き
た
患
者
の
症
状
一
は
、
「
気
軽
に
行
け
る
」
が
一
三
O
一
に
診
察
日
の
一
変
更
、
二
、
限
光
学
毎

年
記
念
式
典
に
、
時
の
津
島
厚
生
大
一
さ
ら
に
先
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
残
一
ニ
ュ
ー
ス
」
第
十
一
号
に
は
佐
野
委
一
は
全
国
組
織
が
必
要
と
し
て
、
昭
和
一
一
は
、
遠
見
障
害
二
‘
九
人
(
二
一
卜
一
・
一
人
、
「
眼
鏡
府
が
近
所
」
が
七
ト
九
一
眼
鏡
学
の
卒
前
@
卒
後
一
教
育
の
充
実
、

匹
、
宮
崎
参
議
院
議
員
、
そ
の
他
橋
一
念
な
が
ら
当
選
を
果
た
せ
な
か
っ
た
員
長
が
巻
頭
の
挨
拶
で
第
二
次
僑
本
…
五
年
に
日
本
眼
科
医
会
が
創
設
さ
れ
一

2
一
眼
鏡
装
用
の
現
状
一
一
%
)
、
彼
労
感
一
一
一
一
一
一
人
(
二
ト
一
入
、
「
検
眼
は
眼
鏡
庖
で
す
る
も
の
一
問
、
学
校
保
健
の
場
を
活
用
し
た
保

本
大
蔵
大
限
代
理
、
野
呂
厚
生
政
務
一
宮
崎
氏
は
、
医
療
法
改
正
問
題
に
つ
一
内
閣
の
誕
生
と
、
眼
鏡
士
法
案
の
動
一
た
。
そ
の
後
も
眼
科
民
業
類
似
業
梓
一
現
在
、
わ
が
国
の
眼
鏡
装
用
符
は
…
九
e

六
%
)
、
頭
痛
三
ト
一
一
人
(
八
@
一
と
思
っ
た
」
が
六
十
九
人
、
「
病
気
一
護
者
・
児
童
生
徒
の
教
育
、
五
、
視

次
官
代
理
、
谷
川
衆
議
院
議
員
代
期
、
一
い
て
触
れ
、
カ
時
甲
表
乙
表
に
分
か
…
き
に
触
れ
、
さ
ら
に
オ
プ
ト
メ
ト
リ
一
の
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
日
本
眼
一
約
六
千
万
人
で
、
わ
が
国
の
全
人
口
一
O
%
)
、
限
時
二
ト
↓
一
人
(
七
・
七
一
と
は
思
っ
て
い
な
い
」
が
六
ト
同
人
、
…
能
訓
練
土
の
地
加
に
協
力
す
る
、
な

白
見
衆
議
院
議
員
代
理
等
多
数
の
政
一
れ
て
い
た
点
数
表
の
算
定
茶
準
の
暖
一
ス
ト
の
山
現
は
絶
対
阻
止
し
な
け
れ
一
科
医
会
で
も
オ
ブ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
の
一
の
二
分
の
一
に
当
た
る
。
一
%
)
近
見
障
害
二
十
三
人
(
五
・
二
ー
検
限
料
が
無
料
だ
か
ら
」
が
十
三
一
ど
で
あ
る
。

治
家
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
一
昧
さ
そ
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
阪
科
一
ば
な
ら
い
と
力
説
し
た
。
一
検
眼
行
為
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
一
国
内
眼
鏡
小
売
市
場
は
、
五
、
六
一
一
二
%
)
な
ど
で
あ
っ
た
。
以
上
か
一
人
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
眼
科
施
設
最
後
に
、
今
後
も
眼
科
医
と
視
能

時
に
勤
務
医
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
一
医
連
盟
か
ら
眼
鏡
土
法
案
の
起
こ
り
一
千
成
九
年
十
二
月
発
行
の
「
連
盟
一
い
る
。
行
政
か
ら
は
、
オ
プ
ト
メ
ト
一
六
三
億
円
で
年
間
眼
鏡
購
買
人
口
は
一
ら
、
眼
鏡
広
で
検
服
、
作
成
し
た
眼
一
で
の
処
方
率
を
上
げ
る
た
め
国
民
へ
一
訓
練
士
が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
屈

さ
れ
、
病
院
勤
務
医
定
数
問
題
に
対
一
と
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
一
ニ
ュ
ー
ス
」
第
十
(
ふ
号
に
は
、
川
羽
・
~
リ
ス
ト
の
検
眼
行
為
に
つ
い
て
医
師
一
一
、
八

C
C万
人
、
眼
鏡
一
式
単
価
一
鏡
は
問
題
点
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
一
の
啓
発
活
動
が
重
要
で
あ
る
。
一
折
矯
正
専
門
の
眼
科
医
も
さ
ら
に
増

す
る
眼
科
医
会
の
対
応
に
つ
い
て
の
一
さ
れ
た
。
一
白
見
@
宵
崎
各
代
議
士
の
そ
れ
ぞ
れ
一
法
違
反
の
同
符
を
得
て
い
る
。
一
は
平
均
三
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
る
二
た
。
一
つ
き
に
、
過
去
:
」
年
間
の
眼
科
施
一
加
す
る
こ
と
か
ら
、
「
わ
が
国
に
オ

記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
同
号
に
は
医
一
平
成
六
年
九
日
発
行
の
語
盟
ニ
ュ
j

一
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
昭
和
ト
九
年
に
は
、
第
一
次
世
界
一
全
国
で
一
日
当
た
り
五
万
本
の
眼
鏡
一
さ
ら
に
日
本
眼
科
院
会
は
、
本
年
一
設
で
の
処
方
筆
の
発
行
数
の
調
室
で
一
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
は
必
要
な
い
」
と

療
関
係
団
体
懇
談
会
に
際
し
て
、

H
一
ス
」
第
九
号
で
、
佐
野
委
員
長
は
就
一
井
上
常
任
委
員
の
勤
務
医
へ
の
解
説
一
大
戦
も
終
盤
と
な
り
敗
戦
の
色
濃
く
、
一
が
山
具
わ
れ
て
い
る
。
一
六
月
第
今
一
週
の
月

1
土
曜
日
ま
で
の
一
は
、
漸
増
し
て
お
り
一
施
設
当
た
り
一
結
論
す
る
。

本
眼
科
医
会
会
長
名
て
白
民
党
宛
一
任
挨
拶
で
第
二
次
試
案
に
触
れ
、
こ
一
記
事
と
依
頼
の
主
が
掲
載
さ
れ
た
。
…
日
本
限
科
医
会
は
解
散
と
な
っ
た
が
、
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に
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能
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法
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改
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要
望
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の
法
案
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取
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は
、
一
続
い
て
平
成
ト
年
上
一
月
発
行
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一
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円
で
、
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は
政
治
活
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費
四
六
、
二
O
七
、

0

色
覚
異
常
去
に
対
す
る
企
業
の
採
用
一
ム
I

後
と
も
会
員
の
衆
知
を
集
め
て
、
一
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連
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ニ
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手
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八
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制
限
の
撤
廃
に
関
す
る
要
望
書
が
提
一
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
慎
重
に
対
処
↑
佐
野
委
員
長
挨
拶
と
久
に
、
井
上
・
一
五
i
-
一
年
に
は

J
検
眼
機
器
に
つ

z
r
L
I
-
-
f
L
R
L
Iド
ト
f
じ
い

f
i
b
-
-
F
L
γ
L
二
7
ハ
円
を
合
わ
せ
収
入
総
額
竺
一
一
貫
一
七
、
O
五
四
、
二
七
九
円
、
寄

出
さ
れ
た
。
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
一
富
井
二
円
井
の
で
一
副
委
員
長
の
後
拶
一
い
て
」
厚
生
省
へ
照
会
を
求
め
、
非
一
日
本
眼
科
医
連
盟
の
平
成
十
一
年
度
一
た
し
ま
す
。
一

0
、
九
二
八
、
一
四
八
円
で
す
。
一
附
・
交
付
金
二
ハ
、
問
。
。
、

0
0

平
成
三
年
六
月
発
行
の
「
連
盟
一
ま
た
、
自
見
衆
議
院
議
員
は
民
間
医
一
と
依
頼
の
文
章
一
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
医
師
の
使
用
は
医
師
法
違
反
を
形
成
一
(
平
成
十
年
一
月
一
日
i
十
二
月
二
三
収
入
は
個
人
の
党
費
ム
璽
(
四
、
一
支
出
総
額
は
五
O
、
九
八
二
一
二
三
O
円
等
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
」
第
七
号
に
よ
る
と
、
宮
↑
療
機
関
の
経
営
悪
化
に
触
れ
、
特
定
一
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
さ
一
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
ま
た
五
ト
一
十
」
日
)
の
収
支
状
況
を
ご
報
許
い
一
七
七
四
人
)
、
寄
間
金
そ
の
他
を
合
¥
五
円
で
、
支
出
の
う
ち
主
な
も
の
一
こ
の
報
告
は
、
千
成
ト
一
年
三
月

崎
参
議
院
議
員
の
冒
頭
の
挨
惨
で
、
一
機
能
病
院
と
療
養
型
病
床
群
等
の
民
一
ら
に
朝
し
仏
常
任
委
員
が
「
日
本
限
科
二
二
年
に
は
、
日
本
眼
科
医
会
は
、
オ
-
1
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1
1
1
l
i
l
i
-
-
-
-
I
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l
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-
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一
ト
コ
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に
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受
け
二
二
月
‘
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一

祝
能
訓
練
土
問
題
、
ム
六
歳
児
健
診
問
一
療
法
改
正
に
茶
づ
く
、
医
療
機
関
の
一
氏
会
及
び
け
本
眼
科
医
連
関
の
動
向
一
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
対
策
委
員
会
を
組
一
一

J
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n
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∞
∞
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n
M
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幻
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東

京
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挙
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:

題
、
根
内
レ
ン
ズ
の
保
険
適
用
、
眼
一
分
類
に
よ
り
経
営
の
見
直
し
が
必
要
一
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
解
説
文
を
掲
一
織
し
た
。
五
ト
五
年
に
は
、
理
事
会
一
一
山
郎
捌
印
附

M
m
m
m
m
m
m
u
M
抑
制
附

m
m

印
刷
一
一
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

科
僻
地
医
療
の
国
庫
補
助
等
に
つ
い
一
な
事
を
語
っ
た
。
ま
た
、
大
浜
参
議
一
載
し
て
い
る
。
一
で
眼
鏡
法
制
化
検
討
協
議
会
設
置
の
一
盟
一
日
開
臼

ω

幻

4
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1

必

抗

1

1

1

比

二

報

告

は

、

平

成

十

一

年

九

月

十

日

発

て

の

記

述

が

あ

る

。

さ

ら

に

当

時

の

一

院

議

員

は

健

康

保

険

法

改

正

案

そ

の

一

一

件

が

協

議

さ

れ

て

い

る
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五

十

六

年

一

活

。

一

刊

二

行

の

官

報

号

外

に

収

載

さ

れ

て

い

ま

副
委
員
長
で
あ
っ
た
佐
野
七
郎
現
口
一
他
の
法
律
改
正
案
に
触
れ
、
眼
科
の
一

4

一

終

わ

り

に

一

に

は

、

「

オ

ブ

ト

メ
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リ
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に

関

一

階

意

同

日

一

一

削

間

関

川

二

す
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本

眼

科

医

会

会

長

の

会

員

に

対

す

る

、

一

抱

え

る

諸

問

題

の

解

決

に

待

望

吉

一

か

く

の

ご

と

く

、

日

本

眼

科

医

述

一

す

る

医

師

法

上

の

疑

義

に

つ

い

て

二

柑

告

白

野

町

叫

〕

停

叩

一

一

以

上

、

主

半

年

度

の

会

計

報

告

限
科
医
連
問
へ
の
全
員
参
加
の
要
望
一
と
共
に
努
力
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
盟
は
昭
和
六
十
年
の
結
成
以
来
十
四
一
を
厚
生
省
に
照
会
し
て
、
検
眼
行
為
一
清
韓
日
瓦

m
以

の

…

丘

一

明

二

沿

い

た

し

ま

し

た

が

、

近

年

、

連

盟

記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
o

一
他
点
、
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り
返
り
一
年
の
長
き
に
百
f

り
活
動
を
続
け
て
き
一
は
日
本
に
お
い
て
は
医
師
法
違
反
三
時
宰
ι

ト

一

掛

川

も

の

事

の

二

会

費

の

納

入

が

に

部

の

文

部

を

除

い

平
成
四
年
十
二
月
発
行
の
一
連
盟
咲
い
た
宵
崎
議
員
も
、
医
療
の
効
率
一
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
口
本
の
広
形
成
す
る
と
の
回
昨
今
を
尋
て
、
る
一

0

支
1

一

本

の

そ

行

も

一

て

低

調

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

一

。

宇

民

ノ

f

L

一

1

0

一

訳

費

満

費

行

発

の

一

ニ
ュ
ー
ス
」
第
八
号
に
よ
る
と
、
上
一
化
に
つ
い
て
述
べ
ご
。
眼
司
医
空
五
一
手
医
療
の
発
展
と
向
上
の
た
め
に
、
即
日
¥
十
年
に
な
っ
て
、
阪
鏡
調
一
成

l

一

円

額

額

額

内

会

未

品

発

の

貸

金

下

二

各

支

部

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

諸

同
委
員
長
の
挨
拶
文
に
は
、
医
療
法
一
か
ら
は
、

Q
&
A
U
よ
り
わ
古
川
必
一
耐
え
ざ
る
活
動
J

す
る
必
要
が
一
製
土
配
(
第
一
次
試
案
)
の
問
題
一

]
H一
額

制

似

一

額

制

川

一

軒

似

r

y

四

一

m
T
H一
賢
一
拍
闘
が
縦
一
一
均
一
一
州
問
似
二
般
の
事
情
が
お
あ
り
か
と
存
じ
ま
す

改
正
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
眼
科
一
要
性
を
会
員
諸
氏
に
訴
え
て
い
る
o

一

あ

る

。

一

い

が

持

ち

上

が

っ

た

。

口

本

眼

科

医

会

一

表

一

総

年

年

総

の

以

党

分

の

利

十

の

費

費

・

所

動

活

関

紙

関

伝

研

e

の
め
万
二
が
、
会
員
各
位
に
こ
理
解
い
た
だ
け

の

特

徴

と

し

て

有

床

診

療

所

の

問

題

一

明

け

て

平

成

七

年

の

…

述

照

一

一

コ

i

日

本

眼

科

氏

人

民

諸

先

生

の

一

は

、

そ

の

内

海

に

医

師

法

違

反

と

な

出

へ

年

の

他

山

山

緩

活

附

幻

百

一

一

る

よ

う

ご

高

配

下

さ

り

、

公

費

納

入

一

支

年

本

人

附

の

支

常

治

寄

司

間

一

が
あ
る
事
、
限
錨
士
法
案
の
問
題
、
↑
ス
-
第
ト
号
で
佐
野
委
員
長
は
式
保
絶
え
ざ
る
ご
協
E

に

お

願

い

す

一

る

屈

折

検

査

を

非

医

師

に

認

め

る

部

一

翌

倒

寄

そ

経

政

什

年

一

一

に

ご

協

力

下

さ

い

ま

す

よ

う

お

顕

い

視

能

訓

練

士

法

つ

一

参

議

院

議

員

と

阿

部

参

議

院

議

員

の

る

次

第

で

あ

る

。

分

な

ど

が

あ

っ

た

た

め

、

す

ぐ

に

も

一

2

1

4

5

二

申

し

上

げ

ま

す

。
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「
わ
が
閣
に
オ
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
は
必
要
か
?
」
か
ら

日
本
娘
科
医
会
嘗
任
理
事

日
本
眼
科
医
連
盟
官
任
委
員

朝

信
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